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季節は秋だというのに、真夏日のような気温が続いて、 

ぴあでも日中はエアコンを使用する日もしばしば。皆様体調は崩されていないでしょうか。 

朝晩は冷え込み、温度差も激しい時期ですので、 

風邪など引かないよう、お気をつけてお過ごしください。 

そして秋は美味しいものが出回る時期ですが、食べすぎには気をつけましょうね。 

と皆様に言いつつ自分にもいいきかせるスタッフなのでした。 

9月15,16日、緑の大地とおいしい食を求め、利用者さんと、ご家族、スタッフ

の総勢12名で十勝地方へ行ってきました。 

宿泊する中札内村のコテージまでの道のりでは、美味しいスウィーツを堪能

したり、庭園を散歩したりと、長距離移動を楽しみつつ、目的地’中札内農村

休暇村 フェーリエンドルフ’へ到着。 

沢山の木々に囲まれている土地にコテージがいくつも点在しており、周りは

静かでのんびり過ごせる、まさに’休暇村’でした。そこでは十勝の広大な土

地でのびのびと育った豚を、しゃぶしゃぶで頂きました。 

みんな口ぐちに、「これまで食べてきた豚肉とは違うっ!!」と絶賛！やわらかく、

脂身もさっぱり。長距離移動の疲れも吹き飛ばす用に、お腹いっぱい食べま

した。次の日も美味しいものを求め北上！ 

お昼めがけて’十勝千年の森’へ。広大な敷地内にレストランやカフェがあり、 

乗馬や森林散策なども楽しめます。 

レストランでは十勝の食材を使った、見た目にも 

美しくおしゃれで、とってもおいしい料理を堪能。改めて 

北海道の食の美味しさを実感した旅でした。 

今回は長距離移動のため車中で過ごす時間も多かった 

のですが、みんなで歌を歌いながら過ごしたりと、 

笑いも溢れ、スタッフ共々とっても楽しかったです。 

この旅行を通して、またみんなと仲良くなれた 

気がします。（ｍｕｒｏｂａｙａｓｈｉ） 
 



バジルソースの作り方 

8月18日におぴった祭に参加してきました。 

天候にも恵まれ、沢山のお客さんが会場を埋め尽くし

ていました。広場では屋台が出ていて、演舞前に、お

いしいご飯でたっぷり腹ごしらえをしました。 

本番では日頃の練習の成果を発揮し、元気におも

いっきり踊ってきました！ 

見物していたお客さんも途中から参加し、会場に一体

感が生まれて、みんなとっても楽しそうでした。 

みんなが踊っている姿を見ていると、本当に楽しそう

なので、いつも元気をもらえます。 

<材料> 

・バジル           30ｇ 

・オリーブオイル     60ｃｃ 

・塩          小さじ1/2 

・胡椒          大さじ2 

・にんにく       小2かけ 
 
 

<作り方> 

バジルをきれいに洗い、す

べての材料をミキサーにか

け完成。 

冷蔵庫で2週間位保存でき

ます。 

ぴあねっと農園では、この夏沢

山の収穫がありました。 

なかでも、ズッキーニ、トマト、シ

ソ、バジルは実りすぎて、困っ

たくらいです。 

なんとか大量消費する手はな

いかと、バジルは右に載せてい

るように、簡単バジルソースを

作りました。パスタやピザはもち

ろん、野菜炒めなどに加えるだ

けでもとってもおいしかったです。 

子供たちも暑い中、汗をかきな

がら、収穫を手伝ってくれたり、

草採りを頑張ってくれました。 

みんなありがと～う！ 

ぴあねっと農園 


